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子
ど
も
や
教
育
の
問
題
が
騒
ぎ
に
な
る
と
、
従
来
か
ら
の
学
校
・
教

師
バ
ッ
シ
ン
グ
に
加
え
て
、
近
年
は
「
家
庭
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
家
庭
教
育
バ
ッ
シ
ン
グ
が
や
た
ら
目
立
つ
。
政
策
側
も

家
庭
教
育
に
異
常
な
関
心
を
寄
せ
、
社
会
教
育
法
や
教
育
基
本
法
の
改

正
に
お
い
て
、
家
庭
教
育
の
「
向
上
」
や
「
重
視
」
が
盛
り
込
ま
れ
る

に
い
た
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
「
私
的
」
領
域
で
あ
る
家
庭
教
育
に
、

法
的
措
置
を
と
っ
て
ま
で
国
家
が
「
支
援
」
と
い
う
名
の
介
入
を
し
た

が
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

　
本
書
は
、
こ
う
し
た
家
庭
教
育
に
対
す
る
国
家
の
介
入
の
歴
史
と
そ

の
末
路
を
、
一
九
三
〇
～
四
五
年
の
期
間
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
明
ら
か

に
し
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
と
重
な
る
こ
の
時
期
ほ
ど
、
国
家

が
「
家
庭
教
育
の
振
興
」
に
力
を
注
い
だ
時
期
は
な
い
。
国
家
総
力
戦

の
も
と
、
国
家
は
学
校
教
育
だ
け
で
な
く
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
を
含

め
た
す
べ
て
の
教
育
領
域
を
「
皇
国
民
錬
成
」
に
貢
献
さ
せ
る
べ
く
再

編
成
し
た
。
家
庭
教
育
と
そ
の
担
い
手
た
る
母
親
も
対
象
で
あ
っ
た
。

各
種
の
講
座
、
学
校
に
お
け
る
「
母
の
会
」、
地
域
婦
人
団
体
の
組
織

化
や
隣
組
・
常
会
な
ど
の
組
織
網
の
整
備
…
…
。

　
だ
が
、
そ
の
帰
結
は
何
で
あ
っ
た
か
。
お
よ
そ
「
教
育
」
と
は
か
け

離
れ
た
「
動
員
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
歴
史
の
教
訓
か
ら
、
改
め

て
私
た
ち
が
学
ぶ
も
の
は
大
き
い
。
歴
史
研
究
の
意
味
は
、
現
在
と
未

来
の
道
し
る
べ
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

戦時下、学校・家庭・地域社会を舞台に
「家庭教育」の振興が追求された。

母親を中心とした女性を教化・組織した、
振興政策の本質は何だったのか――

国が構想した家庭教育の内実、
そして各地で展開した「母の講座」「母親学級」「母の会」などを検証し、

その実態を明らかにする。
戦時下の教育と女性運動の問題を問いかける書！

2014年
10月の
新刊

奥村典子 著

推薦の
ことば

家庭教育と母親が「動員」されるとき……
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検
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三
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本
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第
一
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家
庭
教
育
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導
者
講
習
協
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会
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ら
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家
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教
育
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催
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況
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学
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